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年会 2007を終わって

年会 2007実行委員会委員長� 東京大学生産技術研究所� � 加� 藤� 信� 介�

�

1� はじめに

2007年度の日本流体力学会の年会は 2007年 8月 6

日（月）から 8日（水）まで，東京都目黒区駒場の

東京大学教養学部で開催されました．参加者は 523

名（内，学生の新規入会 74 名），論文発表件数 335

件です．これは，前年の 2006年の九州で開催された

年会と比べて，参加者は同数，発表件数は約 1割減

の数字となりました．例年，東京以外で開催される

年会が，参加者，発表件数とも東京での開催に比べ

大きく伸びる傾向を示すのに対し，今回の年会は参

加者の落ち込みがなく，会員の年会への関心が例年

以上に高かったものと考えられます．

年会の構成は，例年通りオーガナイズドセッショ

ンの形式を取りました．今回の年会のため，実行委

員会を組織し，実行委員会内で例年のオーガナイズ

ドセッションを参考にオーガナイザーを指名し，オ

ーガナイザーの主導のもと，発表を募りプログラム

を作成しています．また，年会恒例の特別講演も４

件，企画いたしました．

会場は，ターミナル駅のある交通の要所ではあり

ませんが，東京の副都心の一つである渋谷から二駅

目の東京大学の教養学部といたしました．東京での

年会を東京大学で開催するのは初めてのことと存じ

ますが，東京駅から 45 分，羽田空港からも 45 分の

距離で，地の利にも比較的恵まれ，教養学部故にキ

ャンパス内に多くの大教室もあり，まずまず満足い

ただける会場ではなかったかと思います．ただ，若

干の心残りは，東京大学教養学部に流体力学会会員

の教員がなく，会場費のディスカウントが得られず，

正規の使用料をお支払いしたことです．教養学部に

は多くの理学系の教員がいらっしゃいますが，理学

分野で流体力学に関心をお持ちの先生方が少なくな

っていることをある意味，象徴するようで残念に思

う次第です．プログラムは発表件数の関係から，初

日の年会の開始時間は 9時 30分に設定しました．こ

の結果，関西以西の参加者や，東北以北の参加者に

は初日の開会式から参加するためには前泊をお願い

する形になりました．最終日の講演は，17時 05分が

最終となりました．参加者のほとんどは，同日，宿

泊の要はなく帰宅が可能ではなかったかと存じます．

2� 実行委員会

年会の開催は，理事会から指名されました年会の

実行委員長が，実行委員会を組織して運営する形式

を取っております．2007年の年会は，2005年，2006

年度の流体力学会理事である加藤信介東京大学生産

技術研究所教授が実行委員長を務めました．実行委

員長は，建築環境工学が専門でその関係から CFD

（Computational Fluid Dynamics）の開発に長く携わ

っていました．流体力学会に合併吸収されました数

値流体力学会の時代に，数値流体力学シンポジウム

の実行委員長も経験しており，その意味で今回の年

会の実行委員長は，二度目の経験ということになり

ました．2007年の実行委員会委員は，以下の方々に

お願いしております．

顧問：菱田公一（慶応大），委員長：加藤信介（東

大），幹事：大岡龍三（東大），幹事：飯塚悟（産総

研），飯田明由（工学院大），石田義洋（東大），加藤

千幸（東大），佐藤洋平（慶応大），島田昭男（みず

ほ情報総研），杉原祐司（九大），高木周（東大），半

場藤弘（東大），藤井邦雄（風環境リサーチ）

実行委員会は，2006年年会からの申し送り事項を

参考に，年会の形式を論議し，オーガナイザーの指

名と特別講演の候補者の選定を行い，プログラムの

作成を進めました．最終的に特別講演は，以下の 4

名の専門家にお願いいたしました．

神田学（東工大）

「都市境界層における乱流相似則と組織構造」

Michael A. Leschziner（Imperial College, London, UK）

「Statistical Modelling and Simulation of Turbulent 

Flows: limits, hard lessons and symbiotic 

relationships」
〒153-8505� 目黒区駒場 4-6-1 

�E-mail: kato@is.u-tokyo.ac.jp 

357ながれ26（2007）357－ 359



大島まり（東大生研）

「脳血管障害に関するマルチスケール・マルチフ

ィジックス解析」

金田行雄（名大）

「乱流の計算科学への試み」

神田先生は，昨今マスコミや行政を騒がしている

「ヒートアイランド」に関連して都市域の大気境界

層の観察や観察から明らかになった性状を解説して

いただきました．Leschziner 先生には，乱流のシミ

ュレーションに関して，開発の過程と最新の成果に

関して解説していただきました．大島先生には，人

体の脳内の血流特に動脈瘤における流れ性状と血管

の関係に関してお話しいただきました．金田先生に

は，乱流のモデリングを計算機シミュレーションの

観点から解説していただきました．いずれも実験な

ど実現象の観察と解析から始まり，モデリングとシ

ミュレーションに言及する，興味深い講演となりま

した．ここで改めて，特別講演をお引き受けいただ

きました先生方に感謝いたしたいと思います．

特別講演は，他のオーガナイズドセッションと同

時に行う平行セッションとはせず，参加者が一同に

会することのできる大講義室を用いた講演としまし

た．ただ，室内環境に多少問題がありました．大講

義室の冷房の利きが悪く，聴衆は講演に感動して汗

をかくのではなく，文字通りの真夏の暑さに汗をか

いて講演を聴き入ったようです．今回の年会の実行

委員長は，建物内の空調による室内気流や熱輸送を

専門にしているだけに，大講義室の冷房の利きが悪

いのには，若干歯がゆい思いを致しました．これだ

け流体力学が発展，普及しているですから室内の気

流による熱輸送性状など容易に予測できるにもかか

わらず，室内の冷房や暖房が満足に行えない状況が

現実にまだあることは遺憾なことです．ただこれは

流れに関する技術の未熟によるものではなく，設計

や施工に多くの資源（お金と時間）をかけられない

など他の理由によるものであることは強調しておく

必要があります．
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